
第
二
次
世
界
大
戦
の
重
要
な

一
部
で
あ
っ
た

日
中
戦
争
が
終
結
し
て
か
ら
、
半
世
紀
あ
ま
り

が
た

っ
た
。
日
本
で

「戦
後
五
十
年
」
が
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
記
念
あ
る
い
は
祈
念
さ
れ
た
よ
う

に
、
侵
略
戦
争
に
抵
抗
し
た
中
国
で
も
、

一
九

九
五
年
を
節
目
の
年
と
し
て

「戦
勝
五
十
年
」

を
記
念
す
る
行
事
が
各
地
で
開
か
れ
、
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
含
む
学
会
も
、
八
月
か
ら
九
月

に
か
け
て
い
く
つ
も
開
催
さ
れ
た
。
「抗
日
戦

争
史
研
究
』

(北
京
、
近
代
史
研
究
雑
誌
社
)

一
九
九
三
年
第
四
期
に
は
、
「戦
勝
五
十
年
」

を
記
念
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
展
覧
会
、

記
念
碑
の
除
幕
式
な
ど
が
、
こ
の
時
期
に
十
七

も
開
か
れ
た
こ
と
が
、
か
な
り
の
ペ
ー
ジ
を
割

い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る

(同
誌

一
四
三
～
一
=

八
ペ
ー
ジ
)。
同
誌
に
は
ま
た
、
「天
磁
杯
抗
日

戦
争
勝
利
五
十
周
年
知
識
競
養
」
と
い
う
抗
日

戦
争
を
題
材
と
し
た
ク
イ
ズ
が
、
『人
民
日
報
』

理
論
部

・
『抗
日
戦
争
史
研
究
」
編
輯
部

・
天

磁
公
司
の
共
催
で
五
月
か
ら
始
め
ら
れ
、
七
月

末
日
消
印
有
効
で
締
め
切

っ
た
と
こ
ろ
、
黒
龍

江
か
ら
海
南
島
ま
で
、
小
学
二
、
三
年
生
か
ら

退
役
し
た
解
放
軍
兵
士
な
ど
八
十
歳
を
優
に
越

え
る
人
々
か
ら
、
合
計
三
万
通
以
上
の
応
募
が

あ

っ
た
と

い
う

(同

誌

二

一
九

～
二

二
五

ペ
ー

ジ
)
。

問

題

は

全

部

で

四
十

間

、

一
九

三

一
年

の

「
満
州
事

変

」
か

ら
戦

後

の
東
京

裁
判

ま

で
、

十

五
年

戦

争

の
時

間

の
枠

で

出

題

さ

れ

て

い

た
。

ク
イ
ズ

と

い
う

形
式

に
抵

抗

を
感

ず

る
向

き

が

あ

る
か
も

し

れ
な

い
が
、
五
十

年
前

に
「
終

わ

っ
た
」

日
中

戦
争

の
記
憶

が
、

世
代

を
越

え

て
受

け
継

が

れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

し
き
り

に

言
わ

れ

て

い
る

こ
と

で
は
あ

る

が
、

や
は
り

侵

略

を
受

け

た

地

域

に

お

い

て
、

そ

の
記

憶

は

生

々
し
く
残

る

の
が
当

然

で
あ
り

、

そ

の
意

味

も

ま

た
侵

略

し
た
側

と

は
異

な

っ
て

い
て
当

然

で
あ

ろ
う

。

そ

う

し
た

日
中
戦

争

、
中

国
側

か

ら
言
え

ば

抗

日

戦
争

で
の
抵
抗

主
体

の
動

き

に

つ
い
て
、

こ
れ

ま

で
多

く

語

ら
れ

、
か

つ
研

究

さ
れ

て
き

た

の
は
、
主

と

し

て
中

国
共
産

党

の
影
響

下

に

あ

っ
た
軍

隊
、

と
り

わ

け
華

北

の

「
敵
後

方

」

で
活
動

し

た

八
路

軍

で
あ

っ
た
。

毛
沢
東

に

ス

ポ

ッ
ト
を

あ

て
た

エ
ド

ガ

ー

・
ス
ノ

ー

の

「
中

国

の
赤

い
星
』

の
み
な

ら
ず

、
同
様

に
朱

徳

の

経

歴
を

中

国
近

代
史

の
上

に
重

ね

た

ス

メ
ド

レ

ー

の

「偉
大

な

る
道

』

な
ど

、

い
く

つ
も

の
感

動

的

な

ル
ポ

ル
タ

ー
ジ

ュ
も

八
路

軍

に
関
す

る
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も

の
が
多

か

っ
た

。
ま

た
、

『中

国

の
赤

い
星
」

で
か
な

り

の
紙

幅
を

割

い
て
叙
述

さ

れ
た
長

征

の
有

様

も
、

歴
史
資

料

と

し

て
の
有
効

性

は
現

在

で
は
重

ん
ず

る
者

も

少

な

い
が
、

と
も

か
く

来

る

べ
き

八
路
軍

と
毛

沢
東

の
活

躍

を
準
備

し

た
雌
伏

の
時

期
と

し

て
、
胸

を
打

つ
も

の
で
あ

っ
た
。
も

っ
と
も

、
現
在

こ
れ
を

読

み
直
す

と

、

全

体

に

「
革

命

の
聖
地

延
安

」

へ
向

け

て

の
予

定

調
和

と

な

っ
て

い
る

こ
と

に
否

応

な
く
気

づ

か
さ

れ
、

こ
れ
も

ま

た

一
つ
の
政
治

文
書

と

し

て

の
役

割
を

し
ば

ら

く

の
間
担

っ
て

い
た

こ
と

は
否
定

し
得

ま

い
。

い

っ
ぽ
う

で
、
長
征

に
加

わ

ら
ず

、
南

方

に

残

っ
た
人

々
が

中
心

と
な

っ
た
新

四
軍

に

つ

い

て

は
、
本

書

で

ロσ
①
三
。
昌
氏

も

し
き

り

に
述

べ

て
お

ら
れ

る
が

、
特

に

一
九
六

〇
年

代

か
ら

一

九
七

〇
年
代

に
か
け

て
は
言
及

さ

れ
る

こ
と
も

な
く

、
八
路

軍

に
比

べ
る
と

さ
ほ
ど

知

ら
れ
ず

に
来

た
。

一
九

九

〇
年

代

に
入

っ
て
、

国
民
党

を
中
心

と

す

る

「
正

面
戦

場
」

へ
の
関
心

が

、

最
近

の
台
湾

と

の
関
係

も

あ

っ
て
高

ま

っ
て

い

る

の
に
対

し

(陳
崇
鋳

ら

「
李
宗

仁

の
抗

戦
思

想

と
台

児
荘

の
大

勝

」
、

「
中
国

研
究

月
報

」

一

九
九

六

年

二
月

号

な

ど

)
、
華

中

の
抗

日

勢
力

で
あ

っ
た
新
四
軍
へ
の
関
心
は
ま
だ
さ
ほ
ど
高

い
と
は
言
え
ま
い
。
さ
き
に
あ
げ
た
ク
イ
ズ
の

問
題
も
、
八
路
軍
に
関
す
る
も
の
が
六
題
で
あ

る
の
に
対
し
、
新
四
軍
に
関
し
て
は
独
立
し
た

問
題
は
院
南
事
変
に
関
す
る
も
の

一
問
の
み
、

八
路
軍
と
抱
き
合
わ
せ
で
出
題
さ
れ
た
も
の
が

紅
軍
か
ら
の
改
編
と
、
抗
戦
で
の
戦
果
に
関
す

る
も
の
と
合
わ
せ
て
二
間
し
か
な
か
っ
た
。

文
化
大
革
命
期
に
打
倒
さ
れ
た
劉
少
奇
が
南

方
局
で
新
四
軍
の
活
動
に
深
く
関
わ
り
、
院
南

事
変
で
戦
死
す
る
新
四
軍
軍
長
の
項
英
が
毛
沢

東
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
で
も
あ

っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
ま
で
は

「星
火
燈
原
」

全
十
巻

(北
京
、
戦
士
出
版
社
、
毛
沢
東
没
後

の

一
九
七
七
～
八
二
年
に
重
版
)
な
ど
、
ま
と

ま

っ
た
革
命
史
の
回
憶
が
企
画
さ
れ
た
こ
と
が

あ

っ
て
も
、

一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
、
特
に

文
化
大
革
命
開
始
後
は
、
新
四
軍
に
対
す
る
関

心
は
中
国
で
は
表
立
っ
て
は
高
ま
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
ロロ
①三
9

氏
が
本
書
を
著
わ
そ
う
と

し
た
主
要
な
動
機
も
、
こ
こ
に
あ
る
。

紅
軍
主
力
が
長
征
に
出
発
し
た

一
九
三
四
年

終
盤
か
ら
、
盧
溝
橋
事
件
後
の

一
九
三
七
年
後

半
に
い
た
る
間
、
中
華
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
が

あ

っ
た
地
域
に
残

っ
た
人
々
は
、
サ
ヴ
ァ
イ
ヴ

ァ
ル
の
苦
闘
の
歴
史
を
繰
り
広
げ
た
。
こ
れ
が

南
方
三
年
遊
撃
戦
争
で
あ
る
。
本
書
は
、
こ
の

南
方
三
年
遊
撃
戦
争
に
関
す
る
お
そ
ら
く
最
初

の
全
面
的
な
紹
介
と
研
究
で
あ
り
、
か
れ
ら
長

征
に
参
加
し
な
か
っ
た
残
留
部
隊
が
重
要
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
、
抗
日
戦
争
期
の
新

四
軍

へ
の
改
編
ま
で
を
視
野
に
お
さ
め
た
も
の

で
あ
る
。

本
書
は
、
こ
う
し
た
南
方
三
年
遊
撃
戦
争
の

全
体
像
を
膨
大
な
分
量
の
回
憶
録
を
基
礎
史
料

に
、
デ
イ
テ
イ
ル
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
描
き
、

語
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
そ
の
分
量
も
長
大

で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
各
地
域
ご
と
の

叙
述
の
検
討
は
な
る

べ
く
避
け
'
B
ento
n
氏

の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
と
分
析
の
方
法
論
、
回

憶
録
を
歴
史
資
料
と
し
て
用
い
る
時
の
問
題
、

な
ど
に
焦
点
を
あ
て
て
論
じ
て
み
た
い
。

本

書

の
　
　

G
r
eg
o
r
B
e
n
to
n
氏

は
現

在

イ

ギ

リ

ス
の

リ
ー
ズ
大

学
東

ア
ジ

ア
学

部
上

級
講

師

。

一
九

八

四
年

と

一
九

九

一
年

、
天
津

南

開

大
学

で
開
催

さ
れ

た

「
中
国
抗

日
根

拠
地

史

国
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際

学
術

討
論
会

」

に
は
何

れ

も
参
加

し

、
論
文

を
提

出

し

て

い
る

(南
開

大
学

歴
史

系

編

『
中

国
抗

日
根

拠
地

史

国
際
学

術
討

論
会

論
文

集
』

北
京

、
棺

案
出

版
社

、

一
九

八
六
年

、
南

開
大

学

歴
史
系

中

国
近

現
代
史

教

研
室

「中
外

学
者

論
抗

日
根

拠
地

l

l
南
開

大
学

第

二
届

中
国
抗

日
根

拠
地

史
国

際
学

術
討

論
会

論
文

集
』
北
京

、

棺
案

出

版
社

、

一
九
九

三
年

)
。

ま

た
、

.↓
7
①

J
o
u
rn
a
l
o
f
A
s
ia
n
S
tu
d
ie
s
"

一
九

八

六

年

八

月

II}I　
に

は

"T
h
e
S
o
u
th
A
n
h
u
i
In
c
id
e
n
t"
を

発
表

し

て

い
る
。
本

書

の
も
と

と

な

っ
た
未
公

Contents

TheSovietFalls,theThree-YearWarBigins

Gannan(籟 南):SeedsofFire

Ganyue(籟 嬉):HeroesinDefeat

Minxi'nan(閲 西 南):MountainMarxist

Minzhewan'gan(Ali折 院 籟)(1)

Zhe'nan(漸 南):WalkingonTwoLegs

Minbei(閲 北):ThePartyandtheDao

Mindong(閲 東):TheWilyHare

Wanzhegan(院 断 籟):GatheringtheFragments

Minzhewan'gan(閲 漸 院 鞍)(2)

Eyuwan(都 豫 院):TheOne-ArmedGeneral

Xiang'egan(湘 邪 籟):PreservingtotheEnd

Xianggan(湘 籟):ThePeasantPatriarch

Xiangnan(湘 南)

Min'gan(閲 章霞)

Annanyongde(安 南 永 徳)

Hailufeng(海 陸 豊)

Wanxibei(院 西 北)

Qiongya(現 崖)

TheThree-YearWarEnds,GuerrillasUnite

TheThree-YearWarinHistoricalPerspective

刊

の

穿

゜
∪
.
論

文

"
T
h
e

O
r
ig
in
s
a
n
d

E
a
r
l
y

G
ro
w
th
o
f
th
e
N
e
w

F
o
u
r
th
A
r
m
y
,
1
9
3
4
-

1
9
4
1
"
を

一
九
七

九
年

に
著

わ

し

て

い
る
。

本
書

の
構

成

を
目
次

に
従

っ
て
示

す

と
、
左

記

の
通

り

。
な

お
、
括

弧

内

の
漢
字

は
評

者

が

補

っ
た
も

の

で
、
蛇

足
な

が

ら
籟

は
江

西
省

、

輿

は
広

東
省

、
閲

は
福

建
省

、

漸

は
漸
江

省

、

院

は
安

徽
省

、

那
は

湖
北
省

、

豫

は
河
南

省

、

湘

は
湖

南
省

の
そ
れ

ぞ
れ

略
称

。
ま

た

、
安
南

永

徳

は

福

建

省

の
安

西

県

・
南

岸

県

・
永

春

県

・
徳

化
県

の
各

県

に
ま

た

が
る
地

域

、
彰
溝

の

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
運

動

で

も
有

名

な
海

陸
豊

は
広

東
省

、
現

崖

は
海

南
島

に
位

置

す

る
。

こ

の
他

に
、

言

需
亭

d
ix

と

し

N

"L
e
a
d
e
rs

o
f
R
e
a
g
u
a
rd
s

an
d

o
f

th
e
T
h
ree
-Y
ea
r
w
ar
"、

地
図

十

一
葉

、
お

よ
び

、

英
語

圏

の
研
究

書

と
し

て
は

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

で

あ

る
が
、

詳
細

な
注

釈

と
参
考

文
献

と

が
付

さ

れ

て

い
る
。

目
次

を

見

れ
ば

あ
き

ら

か

で
あ

る
が
、

ロσ
Φ
亭

to
n
氏

は
、

本

書

の
中

で
南

方

三

年

遊
撃

戦
争

時

期

の
華

中

・
華
南

の
根

拠

地

・
遊

撃

区
を
十

八

の
地

域

に
分

け
、

そ

れ
ぞ

れ

に

つ

い
て
検
討

し

て

い
る
。

し
か

し
な

が
ら

、
郡

子
恢

・
謳

震

林

ら

が
活
動

し
た
閲

西
南

地
域

が
七

十

ぺ
ー
ジ

以

上
、

項
英

・
陳
毅

が
活

動

し
た
鞍

再

地
域

が

四
十

ペ
ー
ジ
、

淳
秋

涛

・
謳
余

保

ら
が

活
動

し

た
湘
鞍

地
域

が

三
十

ペ
ー
ジ

ほ
ど
も

費

や

し

て

い
る

の

に
対

し

、
史

料
状

況

の
相
違

か

ら
、
海

陸

豊

・
院

西
北

・
瑳
崖

の
各
地

域

は
そ

れ
ぞ

れ

1
°<
--
ジ

に
も

満
た

な

い
。
史
料

状

況

の
差

は

、

当

時

の
各
地

域

の
状

況
を

反
映

し

て

い
る
が

、

ま

た
成

立
後

の
人

民
共

和

国

に
お

い
て
中

央
政

府

の
要

職

に
就

い
た
者

が
多

か

っ
た
か
否

か

に

も

か
か

わ

っ
て

い
る

。

一
次

史
料

は
残

せ
な
く

と

も
、

回
憶

録

は
後

か
ら

書
け

る

の

で
あ

る

か

ら

。

こ

の
時

期

の

こ
の
問

題

に
限
ら

ず
、

中
国

共
産

党

に
関

る
歴

史
を

扱

お
う

と
す

る
と
避

け

て
通

れ

ぬ
問

題

で
あ
り

、
史

料

に
裏

付
け

れ
ら

れ

た
事
実

を

語

る
歴
史

と

し

て
は
、
叙

述

し
う

る

か
否

か

の
分

岐
点

で
も
あ

る
。

B
en
to
n
氏
は

、
南
方

三
年

遊

撃
戦
争

が

「
中

書 評GregorBenton"MountainFiresX83



国
革
命

の
背
後
の
深
淵
」
に
あ
り
、
「
一
九
八

〇
年
代
ま
で
、
革
命
の
主
流
の
ほ
ん
の
簡
略
な

脚
注
」
の
役
割
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
理
由

と
し
て
、
以
下
の
二
つ
を
あ
げ
て
い
る

(本
書

p.
X
V)
o
第

一
に
南
方
三
年
遊
撃
戦
争
に
は
毛

沢
東
の
出
番
が
な
い
こ
と
、
第
二
に
南
方
三
年

遊
撃
戦
争
自
体
が
中
華
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
の

崩
壊
と

い
う
深
刻
な
革
命
戦
略
の
失
敗
か
ら
始

ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
長
征
が
結
果

的
に
毛
沢
東
の
指
導
権
を
確
立
し
、
毛
沢
東
と

中
国
共
産
党
中
央
の
所
在
地
と
し
て

「革
命
の

聖
地
延
安
」
を
現
出
さ
せ
、
華
北
で
は
日
本
軍

と
偲
偶
軍
以
外
を
敵
に
し
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
八
路
軍
を
生
み
出
し
こ
と
と
、
好
対

照
で
あ
ろ
う
。
残
留
し
た
紅
軍
に
由
来
す
る
新

四
軍
は
、
そ
の
形
成
過
程
か
ら
し
て
八
路
軍
以

上
に
国
民
党
と
の
交
渉
に
左
右
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
実
態
と
し
て
も
、
軍
事
力
が
整
う
の
は

一

九
三
八
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る

(拙
稿

「新

四
軍
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
「季
刊
中
国
研

究
』
第

=

号
、

一
九
八
八
年
、
中
国
研
究
所

参
照
)
。
さ
ら
に
、
新
四
軍
は

一
九
四

一
年
初

め
の
院
南
事
変
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る

が
、
そ
の
前
後
か
ら
国
民
党
と
の
摩
擦
の
焦
点

で
あ
り

、

日
本
軍

以
上

に
国

民
党

軍

と
も
戦

わ

ね

ば
な

ら
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

そ

れ

で
は

、

B
e
n
to
n
氏

は

「
中

国

革

命

の

背

後

の
深
淵

」

の
中

か
ら
南

方

三
年

遊
撃

戦
争

の
事
実

を
呼

び
出

す

こ
と

で
何

を
示

そ
う

と

し

た

の
だ

ろ
う

か

。
そ

れ
は
何

よ

り
も

、
新

四
軍

形

成

の
前
史

を
確

定

す

る
こ
と

で
あ

る
。

そ

の

際

、
南

方

三
年

遊
撃

戦
争

が

い
ず

れ

の
地

域

に

あ

っ

て
も

き

わ

め

て

陽

の

当

た

る

主

要

な

(
"lig
h
t
a
n
d
le
a
d
in
g
")

指
導

者

に
よ

っ
て
担

わ
れ

た

こ
と
が

な

い
こ
と

、
後

に
国

家

レ
ヴ

ェ

ル
で

の
指
導

者

と
な

っ
た

者

が
極
く

少
数

で
あ

る

こ
と
、

し
か

し
政

治
局

の
文

献

よ
り
も

南
方

三
年

遊
撃

戦
争

の
実
態

に
迫

る

こ
と
が
中

国
共

産
主

義
運

動

の
長
所

と
短

所

の
原

因
を

明
確

に

し
得

る

こ
と
、

さ

ら

に
南

方

三
年
遊

撃
戦

争

が

中
国

革
命

の
全

過
程

に
お

い
て
も

、
他

に
匹
敵

す

る
も

の

の
な

い
人

間

の
忍
耐

の
叙

事
詩

(雪

e
p
ic
o
f
h
u
m
a
n

p
e
r
se
v
e
ra
n
c
e
)

で

あ

る

こ

と
、

な

ど

を

あ

げ

て

い
る

(本

書

P
.
x
ii)
o

中
国

革

命

の
モ

デ
ル
が
ど

れ

か

一
つ
に
絞

り

う

る
も

の
か
否

か
は

と
も

か
く

、

こ
れ
ま

で
華

北

の
陳

甘
寧

辺
区

や
膏

察
翼

辺
区

に

モ
デ

ル
を

求

め

る

こ
と

が
多

か

っ
た
状
態

か
ら

の
脱
却

が
早

急

に
迫

ら
れ

て

い
る

の
が
、

一
九

八
〇
年

代
以

降

の
研
究

の
現

状

で
あ

ろ
う
。

そ

し

て
、

そ
れ

を
補

強
す

る

た
め

に
も

政
治
局

の
公

式
文

献
だ

け

で
は

な
く

、

フ
ィ

ー
ル
ド

"
ワ
ー

ク
に

で
き

る

だ
け
近

い
も

の
を
利

用
す

る

こ
と
が
求

め

ら

れ

て

い
る
。

こ
れ

を
可
能

に
す
る

も

の
の
ひ
と

つ
は

、

現

在

の
と

こ

ろ

回
憶

録

で
あ

ろ
う
。

B
e
n
to
n
氏

が

こ

の
研
究

を
始

め
た
当

初

、

「情

報

の
主

要
な
来

源

は
、
文

革
前

に
出
版

さ
れ

た

い
く

つ
か

の
断

片

的

な

回

憶

録

で
あ

っ
た
」

(同
前

)

の
で
あ

る

が
、

そ

れ

は
台

湾

で

の
史

料

収
集

と
、

な

に
よ
り

も
郡

小
平

の

「
改
革

開

放

」
政
策

に
よ

っ
て
、

急
速

に
改
善

さ

れ
た

の

N
・　　̀
る
°

B
e
n
to
n
氏

は

「
改

革

開

放

」
期

に

な

っ
て
漸

く
中

国
大

陸

を

旅
行

す

る
機

会

を

得

、
南

方

三
年
遊

撃
戦

争

の
舞
台

と
な

っ
た
華

中

・
華

南

の
各
省

を

目

の
当

た
り

に
し
、

そ

こ

に
参
加

し

た
老
戦

士
た

ち

へ
の
イ

ン
タ
ヴ

ュ
ー

を

行

っ
て

い
る

(本
書

p
.
x
ix
)
°

回
憶

録
を

中
心

的
史

料
と

し

て
用

い
る

こ
と

か

ら
も

窺

わ

れ

る
が

、

ロσ
①
三
〇
昌
氏

が

一
貫

し

て
持

っ
て

い
る
も

の
は
人

間
そ

の
も

の

へ
の
関

心

で
あ

り
、
そ

の
性
向

は
文

学
的

で
さ

え
あ

る
。
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南

方
三
年

遊
撃

戦
争

を

人
間

の
忍
耐

の
叙

事

詩

と
表

現

す

る
こ
と

や
、
時

折
見

せ

る

シ

ェ
ー
ク

ス
ピ

ア
と

そ

の
研

究

の
引

用

(本

書

℃
×
惹

な

ど

)
な

ど
が

、
本
書

を
従

来

の
社
会

科
学

と

し

て

の
歴
史

学

と
は

一
味
違

っ
た
も

の

に
し

て

い

る
。
ま

た

、
本

書

に

は

B
e
n
to
n
氏

の
翻

訳

に

よ

る

陳

毅

の

詩

が

収

め

ら

れ

(本

書

暑

'

1
1
6
-
1
2
3
)
、

こ
れ

も

彼

の
文

学

へ
の
傾

倒
を

示

し

て

い
る
。

こ
れ
ら

は
、

デ

ィ
テ
イ

ル
か

ら

全
体

を
見

よ

う
と

す

る
姿
勢

と
と

も

に
、

oロ
2

・

to
n
氏

が
意

図

し

た
か

ど

う

か
は

不
明

で
あ

る

が
、

か
な

り

の
部
分

、
社
会

史

の
方

法
論

に
接

近

し

て

い
る
と

も

い
え

よ
う
。

こ
う

し
た

パ

ー

ス
ペ
ク

テ

ィ
ヴ

と
方
法

論

と

で
こ

の
時

期

の
中

国
を

見
よ

う
と
す

る

こ
と

は
、

ま
だ
勇

気

の
い

る

こ
と
か

も
し

れ
な

い
が
、

新

し

い
近

代

中
国

像

を
獲

得

す

る

に

は
有

用

な

や

り

方

で
あ

ろ

う

。回
憶

録

と

い
う

歴

史
資

料

に

つ
い
N
'
B
e
n
-

to
n
氏

は
そ
れ

は

「
過
去

へ
の
扉
」

で
あ

る
が
、

「倉

庫

で
は

な
く

、
選
別

器
」

で
も
あ

る
と

し
、

ひ
と

つ
の
回

憶
録

に
全

面
的

に
依

拠
す

る

の

で

は
な
く

、

い
く

つ
か

の
回
憶

録

や
、
他

の
ジ

ャ

ン

ル

の
史

料

と

の
突

き

合

わ

せ

の
必

要

を

説

き

、
精

緻

か

つ
厳
格

な
資

料
操

作

を
必

要
と

す

る
と

す

る

(本

書

p
.
x
x
-
x
x
i)
°
も

ち

ろ

ん
、

な
る

べ
く
初

出

に
近

い
も

の
、

一
次

史
料

に
近

い
も

の

に
接

近

し
な

く

て
は
な

る

ま

い
。
当

た

り

前

の
話

で
あ

る
が

、

こ
れ

は

テ
キ

ス
ト

ク
リ

テ

ィ
ク

の
基

本

で
あ

り
、
妥

当

な
も

の
で
あ

る

と

と
も

に
、

最
も

難

し

い
作

業

で
あ

ろ
う

。

ま

た

、
現

代
中

国
と

い
う
政
治

過

剰

の
世
界

で

の

回

憶
録

と

い
う

こ
と

で
、
そ

の
特

徴

と
し

て

「敗

者

は

盗

人

(th
e
lo
se
r
is
a
t
h
ie
f)
」

と

さ

れ

る
傾

向

が

あ

る

(本

書

ロ
゜
×
)

と

い
う
。

「勝

て
ば

官

軍
」

で
あ

る
。

「敗

者

」

に
は

台
湾

へ

行

っ
た

国
民

政
府

ば

か
り

か
、

共
産
党

内

部

の

際

限

の
な

い
内

部

抗
争

で
の
敗
者

も
含

ま

れ

る

の
で
あ
り

、

そ
れ

ゆ
え

こ
こ

に
お
け

る
回

憶
録

は
政

治
文

書

で
あ

る

(本
書

p
.
x
x
)
°
政

治
過

剰
を

結
果

的

に
社
会

に
要
求

し

て
き

た

マ
ル

ク

ス

・
レ
ー

ニ
ン
主
義

に
加

え

、
伝

統
中

国

の
政

治
文

化

が
倫
理

道
徳

と
密

接

に
結

び
付

い
て

い

た

こ
と
は

、
郷

紳

の
権
威

の
来
源

の

一
つ
に
儒

教
を
身

に

つ
け
た

人
格
者

と

の
イ

マ
ー
ジ

ュ
が

あ

る
こ
と

か

ら
も

明
白

で
あ

ろ
う

。
ま

た

、
超

歴

史
的

な

言

い
方
を

す

れ
ば

、
勝
者

が
自

ら

の

勝

利
を

い

っ
そ

う
際

立

た
せ

る
た

め
、

敗
者

を

必
要

以
上

に
既

め

る

こ
と

は
、

し
ば

し
ば
見

ら

れ

る

こ
と

で
あ

る
。
加

え

て
、
中

国

で
は
次

の

王
朝

が
前

代

の
王
朝

の

「
正
史

」
を
編
纂

し

て
、

そ

の
正
統

性
を

中
華

世

界

に
示

し

て
き

た
伝

統

が

あ

る
。

諸

橋

轍

次

氏

の

『
大

漢

和

辞

典

」

(東
京

、
大

修
館

書

店
)

に
は
、

「
歴
史

」

の
説

明
と

し

て
、

「
歴
」

は

こ
よ

み
、

「
史
」

は
人

君

の
言
行

を
筆

記

す

る
官

で
あ

り
、

「説
文

解
字

」

か
ら

の
引

用
と

し

て

「史

、

記
事

者
也

、
従

又

持

中

、

中

、
正

也

」

と

あ

り

、

「
周
礼

』

か

ら

は

「史

官
主

書

」

が
引
用

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ

ら
は

「
正
史

」

の
説

明

で
あ

り
、

そ

れ

に
対

し

て

「
野
史
」

も
存

在

す

る
が

、
そ

れ
を
参

照

す

る
際

は

、

「
正
史

」

と

の
引
き

合

わ

せ
な

し

に

は

行
え

な

か

っ
た

の

で
あ

る

。
そ
う

す

る
と

、

回

憶
録

は

さ
し

ず
め

「
実

録
」

の
素

材

と
も

言

う

べ
き

も

の

で
あ

る
。

や
が

て
正
式

な
伝

と

し

て
ま

と

め

ら

れ

る

の
を

期

待

す

る

の

で

あ

ろ

う

。
た

と
え

ば

一
九
九

六
年

現

在
、

五
十

五
巻

を

数

え

る

「中

共

党

史

人
物

伝

』

(北

京

、
人

民
出

版
社

)

が

そ

の

一
例

で
あ

る
。

張
国

蕪

の

「我

的
回

憶
』

全

三
巻

(香

港

、
明
報

月

刊
社

、

一
九

七

一
～

一
九

七

四
年

)

や
襲
楚

の

「
我
和

紅

軍
」

(香

港

、
南

方
出

版
社

、

一
九

五

四
年

)
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の
よ
う

な
、

中
国

共
産

党

か
ら
離

脱

し
た

人

々

の
手

に
な

る
回
憶

は

、
現
在

の
中
国
共

産

党

か

ら
見

れ
ば
当

然

「
野
史

」

で
あ

る
。
本

人

の
意

志

に
沿

っ
て
書

か
れ

た
か

ど
う

か
も

ふ
く

め
、

回
憶
録

が
政

治
性

を
強

く

お
び

た
文

書

で
あ

る

こ
と

は
当

然

で
あ

る
。

切ロ
①
鼻
§

氏

も

充

分

に

理
解

し

て
お
ら

れ

る
が
、

ど

の
時
点

で
あ

る

に

せ
よ

回
憶
者

が

政
権

に
近

け
れ

ば
近

い
ほ
ど

、

そ

の
程
度
も

ま

た
高

く
な

る

の

で
あ

る
。

そ

れ

ゆ
arc"

B
e
n
to
n
氏

は

一
層
厳

し

い
テ

キ

ス
ト

ク

リ
テ

ィ
ク
を
自

ら

に
課

す

の

で
あ

る
。
し

か

し
、

そ

れ
が
可

能
と

な

っ
た

の
は

や
は

り
上

述

の
よ
う

に

一
九

七

八
年
以

降
、

と

り
わ

け

一
九

八

〇
年
代

に
入

っ
て

「
改

革
開

放

」

が
本

格

化

し

て
か

ら

で
あ

っ
た
。
文

革
期

に
は

「
天
体

観

測

の
よ

う

で
あ

っ
た

」

(本
書

p
.
x
x
iv
)

中

国

近
現

代
史

研
究

が

、
現
在

で
は
歴

史
資
料

の
現

物

に
当

た
れ

る
よ
う

に
な
り

、
情

報
提

供
者

と

も
直

に
会

え

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る

(本

書

p
.
x
x
iii)
°

こ
れ

は
、

ま

さ

に
そ

の
と

お
り

で
あ

り

、

一
九

七

〇
年
代

に
研
究

に
足

を
踏

み

い
れ
た
評

者
も

同
感

で
あ

る
。
当

時
、

中
国

大

陸

の
大
学

に
留

学
す

る
な
ど

、
特

別

な
関
係

で

も

な
け

れ
ば
不

可
能

で
あ
り

、
よ

し

ん
ば
留

学

で
き
た
と
し
て
も
、
当
時
の
よ
う
な
史
料
状
況

で
は
十
分
な
研
究
は
保
障
さ
れ
得
な
か
っ
た
。

現
在
で
も
、
未
だ
十
分
に
研
究
機
関
や
史
料
が

公
開
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
そ
れ
で

も
各
地
の
棺
案
館
や
図
書
館
が
か
な
り
自
由
に

使
え
る
よ
う
に
な
り
、
状
況
は
か
な
り
改
善
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
点
も
、
回
憶
録
を

歴
史
資
料
と
し
て
ク
リ
テ
ィ
ク
の
狙
上
に
載
せ

う
る
よ
う
に
し
た
条
件
で
あ
る
。

な
お

u口
雪
8
ロ
氏
は
、
西
洋
で
は
回
憶
録
が

個
人
的
な
企
て
、
あ
る
い
は
個
人
の
領
域
に
含

ま
れ
る
が
、中
国
で
は
、血
縁

・
宗
族

・
学
校

・

地
域
な
ど
の
集
団
が
個
人
よ
り
も
価
値
あ
る
も

の
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、
当
然
出
来
上
が
る
回

憶
録
に
も
質
的
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る

(本
書

ロ
×゚
×
一)。
西
洋
の
個
人
主
義
、
中
国
の

集
団
主
義
と
い
っ
た
、
意
外
と
平
板
な
二
元
論

的
中
国
理
解
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
現
代
の
中

国
が
伝
統
中
国
か
ら
多
く
の
要
素
を
受
け
継

ぎ
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
囚
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

ま
た
事
実
で
は
あ
る
が
、
伝
統
中
国
社
会

へ
の

理
解
を
若
干
短
絡
的
に
現
代
中
国
に
あ
て
は
め

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
両
者
の
連
続
性
と
非
連

続
性
と
に
つ
い
て
の
関
係
へ
の
考
察
が
や
や
甘

い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ア

・
プ
リ
オ
リ
に
類

型
的
な
把
握
を
す
る
こ
と
で
す
ま
さ
れ
る
も
の

な
の
だ
ろ
う
か
。
両
者
の
掛
け
橋
は
何
か
、
中

華
人
民
共
和
国
特
有

の
社
会
構
成
で
あ
る

「単

位
」
と
、
前
近
代
中
国
社
会
と
の
関
連
は
ど
う

か
な
ど
、

一
朝

一
夕

に
は
結
論
に
逢
着
す
べ
く

も
な
い
が
、
少
く
と
も
そ
れ
ら
を
視
野
に
収
め

た
研
究
姿
勢
が
、
我

々
に
と
っ
て
も
望
ま
れ
よ

う
。さ

て
、
本
書

の

「
ソ
ヴ

ィ

エ
ト
区

の
崩

壊
、

三
年

戦
争

の
開
始

」

で
は
、

五
回

に
わ

た

る
蒋

介

石

に
よ

る
包

囲
攻

撃

で
崩
壊

す

る

ソ
ヴ

ィ

エ

ト

区

の
姿

が

描

か

れ

る

。

こ

こ

で
も

ロσ
雪
8
5

氏

は
、

長
征

に
加

わ
ら

な

か

っ
た

人

々

の

一
九

三

四
年
終

盤

の
自

己
犠

牲
と

一
九

三
七
年

末

の

奇

跡
的

な
新

四

軍
と

し

て
の
復

活

を
、
忘

却

の

中

か
ら
救

い
出
す

こ
と

が
本
書

の
目
的

で
あ

る

と

、

く

り
返

し

述

べ
る

(本
書

O
」

)
。

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
区
崩

壊

の
原
因

に

つ
い
て
は
、

度
重

な

る
食

糧
徴

収

、
連

続

し
た
紅

軍
拡
大

運

動

に
よ

る
人
員

の
徴

発

の
た

め
、

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
区
を

防

衛

し

よ
う

に
も
中

国
共

産
党

は
も

は

や
信
頼

を

186



失

い
、

物
資

と
人

員
と

の
来

源

が
枯
渇

し

た
た

め

で
あ

り

、
財
政

の
破
綻

も

引
起

こ
し

て

い
た

こ
と

を

あ

げ

る

(本

書

薯

゜
1
0
-
1
1
)
°

一
九

三
四
年

十
月

末

に
は
、

江
西

省
を

中
心

と

し
た

「
中
央

ソ
ヴ

ィ

エ
ト

区

で

は
十

代

か

ら

五
十

代

の
健
康

な
体

の

一
人

の
男
子

を
見

つ
け

る

こ
と

も

難

し
か

っ
た
。
農

民

た
ち

は
、
徴

兵

逃

れ

に

山

へ
逃

げ
込

ん
だ

し
、
殺

さ

れ
た

り
後
遺

症

が

残

る

ほ

ど

自

傷

す

る

者

も

い
た

」

(本

書

戸

=

)

と

い
う

。

そ

う

し

て
、

中

華

ソ
ヴ

ィ

エ

ト
共
和

国
は
崩

壊

に
向

か

い
長
征

が
始

ま

る

の

で
あ

る
が
、
南

方

三
年
遊

撃

戦
争

に
関

る
最
大

の
問
題

で
あ

る
残
留

者

の
選
抜

は

、
ど

の
よ
う

に
な
さ

れ
た

の
か

。

こ
れ

に

つ
い
て
は

、
管
見

の
限
り

い
ま
だ

に
明

白
な

文
献

史
料

的
裏

付

け

は

な

い
よ

う

で
あ

る
。

切σ
Φ
三
。
昌
氏

は

「長

征

-

語
ら
れ
ざ
る
真
実
」
(岡
本
隆
三
訳
、東
京
、

時

事

通
信

社

、

一
九

八

八
年

、

原

書

一
九

八

五
年

)

で

S
a
lisb
u
ry
氏

の
言

う
毛

沢

東

と

の

関

係

の
近

さ

や
党

派

的

な

扱

い
を

否

定

す

る

(本

書

p
p
.
2
0
-
2
2
)
°
陳

毅

の
よ

う

な
毛

沢
東

の
支

持
者

も
残

っ
て

い
る
か
ら

で
あ

る
。

も

っ

と
も

、
陳
毅

は

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
区
崩

壊

直
前

の
戦

闘

で
重
傷

を
負

い
、
動

き

よ
う

が
な

か

っ
た

の

で
あ

る
。

も
ち

ろ
ん
、
長

征
出

発
時

の
毛
沢

東

は
ま

だ
党

の
実

権
を

完
全

に
掌

握

し

て

い
た
と

は
言

え
ず

、

こ

の
点

か

ら
も
長

征
組

と

残
留

組

と
を
毛

沢
東

と

の
関

係

で
仕

分
し

よ
う

と
す

る

の
は
無

理

で
あ

ろ
う

。
結

局

、
残
留

組

を

い
く

つ
か

の
カ

テ
ゴ

リ

ー

に
分

け

る
と

、
項

英

の
よ

う

な
経

験
豊

か

な
者

、
あ

る

い
は
梁

柏
台

の
よ

う

な
党

中
央

の
支
持

者
、

さ

ら

に
は
陳
毅

の
よ

う

な
負

傷
者

、

盟
秋
白

の
よ
う

な
病

床

に
あ

っ

た
者

、
ま

た
彼

ら

の
妻

た

ち

が

い
た
。
そ
し

て
、

最

も
多

か

っ
た

の
は
も
と

も
と

ソ
ヴ

ィ

エ
ト

区

生

え

抜

き

の
者

た

-　.(̀

(n
a
tiv
e
to
th
e
s
o
v
ie
t

a
re
a
s
)

で
あ

り

、

そ

れ

に

加

え

て
、

中

央

ソ

ヴ

イ

エ
ト
区

で
の

「粛

清

の
犠
牲

者

」

の
収
容

所

が
瑞
金

の
周

辺

に

い
く

つ
も

あ
り

、
彼

ら

は

長
征

部

隊

の
規
律

を
強

化

し
、
残

留

部
隊

の
背

信

を
防

止
す

る

た
め
、

残

さ
れ

た

の
だ
と

い
う

(本

書

P
P
・
2
3
-
2
5
)
。
し

か
も

、

長
征

開
始

後

も

、
項
英

・
陳
毅

・
謹

震
林

ら

に
よ

っ
て

「
粛

清
」

は
続

け

ら

れ
た
と

い
う

(同

前

)
。

従

来

、
長
征

の
足
手

ま
と

い
と

な

り
か

ね
な

い
病

弱

な
者

を
主

に
残

し
、

そ

の
警
護

の
役

に

項
英

や
陳

毅

が

つ
い
た

、
と
理

解

さ
れ

て
き

た
。

そ

の

一
方

で

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
区

生
え
抜

き

の
者

た

ち

の
存

在

に

つ
い
て
は

、

さ
ほ

ど
注
意

が
払

わ

れ

る

こ

と

が

な

か

っ
た
。

o。
拶
=
ωσ
口
蔓

氏

も

同

様

で
あ

る
。

し
か

し
、

三
年

間

に
わ

た
る
遊

撃

生
活

を
耐

え

ぬ
く

に
は

そ

の
土
地

の
状

況

に
通

暁

し

て

い
な

け
れ
ば

な

ら
ず

、

こ
れ
を

保
障

す

る

の
は
、

ソ
ヴ

ィ

エ
ト

区
生

え
抜

き

の
者

た
ち

以
外

に
は

考
え

ら

れ
ま

い
。

ま

た
、
残

留
組

の

な
か

に

「
粛
清

」

さ
れ

た
者

た
ち

を
見

い
だ
し

た
功
績

は

大
き

い
。

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
革
命

期

か
ら

抗

日
戦

争

期

に
か

け

て
の
中

国
共

産
党

内
部

の

「
粛
清

」
に

つ

い
て
は
、
福

本
勝

清
氏

に
よ

る

『中

国
革

命

へ
の
挽

歌
』

(
亜
紀

書

房

、

一
九

九

二

年

)
・
「中

国

革

命

外

伝
」

(蒼

蒼
社

、

一
九

九

四
年
)

と

い
う

「
粛

清
」

問

題

に
か
か

わ

る
中

国

共

産

党

の
内

部

構

造

と

、

「
粛

清
」

の
当
事

者

た
ち

の

マ
ン
タ

リ
テ
と

に
踏

み
込

ん
だ
先
鋭

な

研

究

が
あ

る
。

切σ
雪

8
コ
氏

は

い
く

つ
か

の

地
域

に
関

し

て
は

「粛

清

」

に

つ

い
て
言

及

し

て

い

る

(本

書

署

.
2
4
-
2
5
,
2
3
9
-
2
4
0
,

3
1
3
-
3
1
4
,
5
0
6
-
5
0
?
な

ど
)

も

の

の
、
本
書

の
主

要

な
目

的

が

「
粛

清

」
問

題

で
は

な

い
た

め

そ

こ
ま

で
踏

み
込
ま

な

か

っ
た
。
も

っ
と

も

、

「
A

B
団
」

の

よ
う

な

、
現

在

で
は
事

実

無

根

で
あ

る

こ
と

が
明
白

に
な

っ
た

「
粛
清

」

の
口

書 評GregorBenton"MountainFiresX87



実

に

つ

い
N

は
'

B
e
n
to
n
氏

も

「極

左

」

の

表

れ

と

し

て

言

及

し

て

お

り

(本

書

薯

゜

2
3
9
-
2
4
0
な

ど
)
、

こ

の
時

期

の

「
粛
清

」
問

題

に
無

関

心

で
あ

る
わ
け

で
は
な

い
。

こ

の
問

題

は
、

レ
ー

ニ
ン
主
義

党

組
織

理
論

固
有

の
も

の
と

い
う

よ
り

、
秘

密
結

社
型

革
命

組
織

一
般

に
見

ら

れ
る
も

の
で
あ
り

、
言

い
古

さ

れ
た
表

現

か
も

し
れ

な

い
が
ド

ス
ト

イ

ェ
フ
ス
キ

ー

の

深

淵
を

の
ぞ
き

こ
む
必
要

が

あ

ろ
う
。
そ

の
上
、

歴
史

の
文

脈

か
ら

こ

の
時

期

の
特
性

を

中
国

社

会

の
特
殊

性

の
上

に
、
描

き

出

さ
ね
ば

な

る
ま

い

。本
書

の
大

部
分

を
占

め

る
南
方

三
年

遊
撃

戦

争

が
展

開
さ

れ
た

地
域

そ

の
も

の

に
関

す

る
叙

述

で

は
、
軍

隊

の
地
方

化

11
遊
撃

隊
化

を
進

め

る

こ
と

が
生

き
残

り

の
鍵

で
あ

っ
た

こ
と

(本

I
p
.
7
7
,
p
p
.
8
9
-
9
0
,
4
7
9
-
4
8
1

な

ど

)
、

「
粛
清

」

を

ふ
く

む

階

級
闘

争

論

へ
の
こ
だ

わ

り

を
捨

て
た

閲
西

南

・
郡
豫

院

な
ど

は

一
定

の

勢

力

維

持

が

可
能

で

あ

っ
た

こ

と

(本

書

戸

お

幽
)

を

あ
げ

る
。
後

に

一
九

三
九

年

、
独

立

的

傾
向

が
問

題
と

な

っ
て
粛

清

さ
れ

た
新

四
軍

第

四
支

隊

の
高
敬

亭

は
そ

の
郡
豫

院

地
域

で
南

方

三
年

遊

撃

戦
争

を

戦

っ
て

い
る

の

で
あ

る

(本

書

暑

.
3
3
7
-
3
3
9
)
°

つ
ま

り

、

こ
う

し

た

地
方
化

は

「
土

匪
」

に
限

り
な

く
近

づ
く

可

能
性

を

は

ら
ん

で
お
り

、
党

中
央

か

ら
見

れ
ば

統
制

に
服

さ
ぬ

「
独
立

王

国
」

へ
向

か
う
恐

れ

を
含

む

こ
と

に
な

る

の

で
あ

る
。

こ
う
し

た
地

方

化

や

一
定

の
柔

軟

な
路
線

へ
の
転
換

は

、

ソ

ヴ

ィ

エ
ト
区

壊
滅

後

に
国

民
党

が
治
安

維
持

の

た
め

に
行

っ
た
保

甲
制

度

(
こ

の
問

題

に
関

し

N

は

W

illia
m

W
e
i
"C
o
u
n
te
r
re
v
o
lu
tio
n

in

C
h
in
a
,
T
h
e
N
a
tion
a
lis
ts
in
J
tia
n
g
x
i
D
u
rin
g

th
e
S
o
v
ie
t
P
e
rio
d
",
A
n
n

A
r
b
o
r
,
T
h
e
U
n
i-

v
e
r
s
ity
°
f
M
ic
h
ig
a
n
P
re
s
s
,
1
9
8
5

が

抗

日

戦
争

開
始

直
前

ま

で
を
視

野

に
収

め

て
お
り

、

優

れ
た
研

究

で
あ

る
)

へ
の
対

応

の
た

め

で
あ

り
、

「白

皮

紅

心

(R
e
d

h
e
a
rt
a
n
d
,
w
h
ite

s
k
in
)
」
政

策

(本

書

ロ
.
2
3
8
,
p
p
.
4
7
9
-
4
8
1

な

ど
)
と

も

関
わ

る
も

の

で
あ

る
。
す

な
わ

ち

表

向

き

は

国

民

党

の
保

甲

制

度

に
従

い
な

が

ら
、

裏

で
は
食

糧
を

与
え

た

り
な

ど
し

て
南
方

紅

軍
を
支

援

し

て
く
れ

る
村

人

の
確

保

の
た

め

で
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
保

甲

制
度

の
実

施

に
よ

る
旧

ソ
ヴ

ィ

エ
ト
区

の
国

民

党

に
よ

る
再
掌

握

は
か

な
り

進

み
、
そ

の
分

、

南
方

三
年

遊
撃

戦
争

を

困
難

な
も

の
に
し

て

い

っ
た

(本
書

ロ
゜
ω
一
な

ど
)
。
当
時

の
文
献

に
も
、

そ
う

し
た

国
民
党

の
自

信

が
表

れ

て

い
る
も

の

が
見

う
け

ら
れ

る

(中
国

地
政

研
究
所

叢
刊

、

蒲

鐸

主
編

、
民

国

二
十
年

代
中

国
大

陸
土

地
問

題
資

料
、

許
振

鶯
著

『院

西
匪

区
土

地
整

理
問

題
』
、
台

北

、
成

文

出

版

社
有

限
公

司

、

一
九

七

七
年

な

ど

)
。

従

っ
て
、
生

き

延

び

た
者

た

ち
も

孤
立

し
、
党
中
央

と

は
も

ち

ろ
ん

の
こ
と

、

相

互

の
連

絡
す

ら

不
充
分

に
し
か

と
れ
ず

、
第

二
次

国
共

合
作

が
成

立

し
た

こ
と

を
知

ら
せ

よ

う

に
も

で
き
ず

、

そ
れ

を
湘
籟

地

区

の
諏

余
保

に
告

げ

に
行

っ
た

陳
毅

が
逆

に
怪

し
ま

れ

て
殺

さ

れ

か

か

っ
た

り

(a

書

p
p
.
4
0
8
-
4
1
3
)
、

「潭

浦

事

件
」

の
よ

う

に

下
山

し

た
と

こ

ろ
を

国

民
党

に

よ

っ
て
武
装

解
除

さ

れ
た
り

と

い

っ

た
事

件

が

し
ば

し
ば

お

こ

っ
た

(前
掲

拙
稿

)
。

孤

立
と

そ

れ

に
よ
る
士

気

の
低

下
、
人

員

の
減

少

が
主

要

な
原

因

で
あ

っ
た
。

「
蒋
介

石
は

共

産

主
義

者

か
ら
精

神
的

支
援

、
情

報
、

物
資

の

供

給
、

隠

れ

場

を

奪

い
去

っ
た

」

(本

書

O
°

4
6
9
)

S

で
あ

り

、

そ
れ

ゆ
え

「
石
器
時

代

さ

な
が

ら

の
生

活
」

を
余

儀

な
く

さ
れ

、
銃
と
傘

と

マ

ッ
チ

が

「
三
宝

」

と

な

っ
た

(本

書

o
o
°

4
7
3
-
4
7
4
)

6

で
あ

る
。
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そ
の
他
、
南
方
三
年
遊
撃
戦
争
が
展
開
さ
れ

た
地
域
は
、お
し
な
べ
て
山
岳
地
帯
で
あ
る
が
、

そ
の
中
で
も
、
山
が
ち
で
温
暖
な
福
建
省
の
自

然
地
理
的
特
性
が
生
き
残
り
を
容
易
に
し
た
こ

と
、
項
英
や
陳
毅
は
小
人
数
に
な

っ
て
も
党
組

織
を
維
持
し
た
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
指
摘
が

随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。

B
e
n
to
n
氏
は

、
「
実

際

に
あ

っ
た

よ
う

に

(器

it
a
c
tu
a
lly
w
a
s)
」

(本

書

戸

×
×
<
)

南

方

三

年

遊
撃

戦
争

を
描
く

こ
と

が
本

書

の
目
的

で
あ

り

、

"h
is
to
r
y
9s

a

sto
ry

an
d

its
p
ro
p
e
r

m
e
th
o
d
is
n
a
r
ra
tiv
e
"

(同
前

)

と
続

け

て

い

る
。

ホ
メ

ロ
ス
は

『
オ

デ

ュ

ッ
セ

イ

ア
』

の
冒

頭

で

「
か

の
人

を
我

に
語

れ
、

ム

ー
サ
よ

」
と

歴
史

や
文

学

、
音
楽

な
ど

を
司

る
九

人

の
女

神

た

ち

に
祈

り
を

捧
げ

て
か

ら
歴
史

を

語
り

は

じ

め

た
。

ホ

メ

ロ
ス
が
女

神

た
ち

に
語

っ
て
欲

し

か

っ
た

の
は

「
か

の
人
」

の
こ
と

で
あ
る

。
人

間

へ
の
興

味

こ
そ
が

歴
史

の
根
抵

に
あ

る

。
そ

し

N
'
"
h
isto
r
y
"
が

..ω
8
蔓

..
の
同
語

源
異

形

で
あ

る

こ
と

も

ま

た

、

そ

の
方

法

論

と

し

て

"n
a
r
ra
tiv
e
"
を

選

択

さ

せ

る

の

で

は

な

い
だ

ろ
う

か
。
進

歩
主

義
歴
史

観

が

さ
ま
ざ

ま
な

現

実

の
前

に
立
ち
往

生

し
、

進
歩

主
義

を
支

え

て

き

た

ニ

ュ
ー
ト

ン
的

世
界
観

が
揺

ら

い
で

い
る

世

紀
末

の
今

、

歴
史

学
も

そ

の
始
源

に
戻

っ
て

考

え
直

す

べ
き

で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。
歴
史

は

、

語

る

と

こ
ろ
か

ら
始

ま

る
。
事

実

に
始
ま

り

、

事

実

に
終

わ
り

、
資
料

に
則
し

て
事

実
を

語

る

所

に
意

味

が
あ

る
。
社
会

史

の
研

究

の
多

く
が

、

従

来

の
研

究

以

上

に
叙

述

に
力

点

を

置

き
、

種

々
の
学

問
的
方

法
論

を
援

用

し

て

い
る

の
は

そ

の
せ

い
だ

ろ
う

。

「史

料

を

し

て
語

ら

し

め

る
」

こ
と

こ
そ

が
歴
史

学

の
最
も

基
本

的

な
方

法
論

で
あ

る
が
、

い
か

に

「
語

ら
し

め

る
」
か

は

歴
史

家

の
役

割

で
あ

り
腕

し
だ

い
で
あ

る
。

史
料

を

取
捨

選
択

し
、
そ
れ

を
配

置

し
な
お

す

。

オ

ー
ケ

ス
ト

ラ

の
指

揮
者

に
極

め

て
よ
く
似

て

い
る
。

同
じ
譜

面

で
も

、
演

奏
者

に
よ

っ
て
ま

っ
た
く

と
言

っ
て
よ

い
ほ
ど
異

な

っ
た

演
奏

が

あ

る

の
と

、
全

く

同
様

で
あ

ろ
う

。

ス

コ
ア

の

中

の

一
つ

一
つ
の
音

を
分

析

し
、

そ
れ

を
各

パ

ー

ト

に
指

示

し
、

一
つ
に
ま

と
め

て

ゆ
く
。

時

に
は
各

パ
ー
ト

に
自

由

に
歌

わ
せ

る
。

歴
史
資

料

の
扱

い
と

同
様

で
あ

る
。

「史

料

を

し

て
語

ら
し

め

る
」

こ
と

に
通

じ
る

か
ら
。

そ

れ
が
歴

史

そ

の
も

の
の
お
も

し

ろ
さ

で
あ
り

、
歴

史
学

の
お
も

し

ろ
さ

で
も

あ

ろ
う

。
人

へ
の
関
心

こ

そ
が

、
人
文

の
学
と

し

て

の
歴

史
学

の
基

本

で

あ

る

こ
と

は

い
う
ま

で
も

な

い
。
人

が
何

を

語

り

、
何

を

し
た

の
か

、
誰

と
ど

の
よ
う

に
関

っ

た

の
か
、

そ

こ

へ
の
関
心

こ
そ
が
歴

史
学

で
あ

り

'

"h
is
to
r
y
"
が

"
h
is
+

s
to
ry
"
で
あ

る
由

来

で
あ

る
。

そ

の
た

め

に

こ
そ
、
最

も
適

し

た

方

法

論

が

"n
a
r
ra
tiv
e
"
な

の

で
は

な

い
だ

ろ

う

か
。
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